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京都帝国大串密皐部外科皐数室（磁部教授指導）

大皐院事生野隼士 j賓 谷 軍 治

Experimentelle Untersuchungen iiber den Einfluss 

der Nebennierenfunktion auf die Wund-

heilung, Nachtrag. 

Von 

Dr. G. Hamatani. 

〔Ausdem Laboratorium der Kais. Chir. Universitatsklinik Kyoto 
(Direktor: Prof. Dr. K. lsobe）〕

Weil bei der B回 bachtungder Hautwundl】eilungdie Ir巾ktionkeineswegs ausgeschlossen 

werden kann, war es freilich unmoglich, den .reinen Einfluss der Abwechselung der Nebennieren-

funktion auf die Heilungsdauer der Hautwunde zu untersuchen, jedoch kann man an der 

unter dem Schorfe heilende Wunde, welche abgebrennt worden war, die Infektion mindestens 

bis zum Abschuppungsstadium vermeiden. 

Die Beobachtung uber die Beziehung zwischen der Veranderung der Nebennierenfunktion 

und den Heilungsvorgiingen der Brennwunde am Rucken des Kaninchens, die durch das 

Brenneisen (ein Apparat zur Kauterisation mit der runden Oberfliiche von I・5cmim Durch-

messer) 5 Sekunden abgebrannt wurde, ergab fast iihnliche Resultate wie die vorherige Abhand-

lung. (Autoreferat) 
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ハ，個鰭運動＝際シ動揺少ナキ賠ヲ lj"t[ir,~：セルハ勿論，全然感染ヲ除外センカP鴻エシテ，カrJ傷後ハ

無菌的ニ操作シテ1t11可ヲ縫合シ特定ノ期日後， R:：ヲ離開シテ吏ニ感染ノ有無ヲ検シタリ。＠pチ

創｛毎治癒経過ヲ比較検討スルニl祭シ共底ニ感染ガ加ハラパ既＝粧過上＝鑓化ガ理想サレ，是ヲ

比較セントスルモソノ一律ヲ担JIシ鄭lーキヲ以テ検討ノ意義苅弱タルヲ免レズ。

1933年 Lauher氏ハLマウス寸ノ背部皮膚＝託！と陥部ヲ作リ， ソノ食lj傷治癒ハLアドレナリン1連

続注射＝ヨリテ促進サル、事ヲ報告セリ。え・ハ本編ノLアドレナリン寸連絹ih射ニヨリテ創傷治

癒ノ遅延スル車fi.)j~ ト相反スルモノニシテ，｛毘令創傷ノ部位ハ筋肉ト皮膚トノ差アレパトテ創傷
治療ノ握蓮ニ縫化アルベキモノトノ、｝｝へラレス。故ニ余ハ本質験ニ於テ更一皮膚＝ヨ Jl.-寅験ヲ

企テ創傷治癒ト感染ノ影押トノ附1系ニ就テ制祭セントスyレモノナリ。

塞盈之接： 家兎 ノ？？部1側ヲラシモii'fぷシ，刊ニ調製シタル直径1.5梶ノ［glJ杉岡ヲ有スル熔銭

＝ヨリ5秒間焼灼ン，3週［j¥j後姉皮ヲ除去シテ飾fk'..下ノ創出IヲPlan円meter＝テi!llJ定シ（痴皮ハ大

抵 3遡問ニテ容易＝除去サレf'J1t.-モ3遡rm以前ニ自然ニ脱落シテ跡＝小倉IJ傷ヲ残セルモノモア
リ），更＝創朗ガ会閉スル迄ノ期日llヲ計算シ， ソノ結県ヲl.¥IJ腎機能昂進時並ピェ減退時ニ就キ封

I!Hト比較槻祭セリ。

ムヲ1.5糎径ノ熔銑I白lトシ， 3週［l¥I後 Planomをter.＝.テ測定セル創傷耐ヲんトシ，皮膚焼灼

後創函・浪lj定マデ J日数ヲ T，トシ， ソノ後例耐・ノ：全閉＝到fレマデ f日数ヲ 1・2 トスレバ， T〆、

殆ンド姉皮下ェアリテ感染ノ影響ヲ受ケスシテ治癒シツツアFレ期間ニシテ，＇ J、2ハ蹴皮脱落後

感染創傷トシテ治癒シグル期［Ii]ナリ。

；焼灼創ハ焔釧而i外 ι モ／長ブモノトxヘラルレバ．焼灼時ノ創厄iハ事寅 .＼，ヨリモ大ナルベキ
ハ勿論ナレド，＇；－ A，ヲ受傷時ノ創雨iトシテ比較シテ，

K A ，－ .－＼ ~ yァ.＼~ γA,
一一 ーー 一一一－1 1・＇ , "2 T2・ A吋 T1+T2

トスレパ， K，ハ自11チ無菌的＝iM主セル命IJ泊ifi'fノ比率トナリ， Keハ全然感染創傷ノ治癒率トナ

リ， K3ハ全般ヨリ見タ yレ治癒ヲぷスモノナリ。

而シテム＝（1~~f xπ＝1.75卒柵・ T,=21日ナレパ以下各賞験ニlげ K"Ke, K，ヲ求
メントス。

第2章機能昂進時三於ケJI-賓験

第 1項封照賓験

機能jj'J長エヨル自IJ傷治癒ノ従化ヲ検セントスル＝世リ，先ヅ飽常家兎ニ）沈キ質験セll ""• 

家兎番滅 相 -ll 4吋 i-Iリ ぇ・ ヘ， ；えた ：I ~.， i刊：川｜川！日：！ ＇ 山 iu-t ti九 uu 67 1平均
i i －｜一二i〕よ｜ー午~：J~：：＿ i ＿~Iームー二」ニ」ーァー＝I=

A2 I Cl.川乃り；ltijり［14111.:.: II.乃Ill.山 1110.()511.l:z！ο爪10.1仏0.:11o.引｝（ 11.li:l il.: 
Xfl：付op.方．締｜ ！ ！ ｜｜｜

T,+T2 I 31 :!4 I 24 ！鉛I:n , :ln :lll :z11 I 2sい；；； i:1:: ! 23 i :li :n 2s 26 :!4 21 1 26.6 
Jjl. 1立日 ｜ I I I I I I 
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A,=1.75, T,=21, A~ ＝ 0.47, T,+T2=26ふ 1'2=5.6ヨリ

1.28 0.47 1.75 
K＝一一一＝0.06, K。＝一一一＝008, K，＝一一一＝0.07
21 ・ 5.6 ・＇ 26.6 

第2項 Lアドレナリシ寸連績注射＝ヨJI-茸験

(I！.高倍開化しアドレナリン 1ヲ勝重好砥0.5U;I;宛IFJ 2[1叫皮下注射）

家元番鋭 :i I ,i;; I 44 I 必 I 46 I 47 i 50 I 51 
A。
T1+T2 

高Ii掲ノ方法ニヨリテ K"K2, K丸ヲ求ムレパ

K1=0.03, K2=0.09, K,=0.05 

第3項 L 'fシテレzシ1蓮績注射二ヨJI-貴君主

（話lj腎皮質製剤ijLインテレ＝ン「ヲ僻重待砥0.5括宛1日21国皮下注射）

~I三：＿I＿三一l~i－ ~4
30.65 I 2~.22 I :1~ ， g I 2~.2 I 2~.0 ,:" f ,:'' Iょ；1

自i片品ノ方法ニヨリテ K,,K2, Kπ ヲ求ムレパ

K, =0.05, K2=0.07, K,=0.06 

第4項しアドレナリシ＜， L 'fシテレ＝シ「交互注射zヨJI-責験

(I削音ιアドレナリン，；，土ピLインテレユン1ヲ倒重持砥各0.5詫宛た々1Fl2f吋皮下位射）

型宇~ 84 対ふ 86 対7

A2 / 0.57 I りふ4 I O . .J.li I 0.87 I 0.99 

T,+T2 i 3ti I ;)/ i 32 I 35 I 以

前；品ノ方法ニヨリテ K"K2, K，ア求ムレバ

K,=0.05, K2=0.05, K,=0.05 

第5項副腎移植＝ヨJI-賓験

88 

1),4(j 

30 I 3~.62 I 3~：：4 

家兎鰍［ 91 I u_:_ L竺1仁？一己：.＝己主上ヱ~~土
よ I~＂ T ，~可~；· l ；ムl~~引 2~.G:: I 2~.58 ! ；~2 I 
前掲ノ方法ニヨリ K"K2, K，ヲ;Jミムレパ

K,=0.06, K2=0.11, K,=0.07 

第8項綜括，考按並ビ＝摘要

以上ノ賓験成結ヲ表示スルニ．
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T1+T~ A。 K1 K。 K3 

霊す Jff! 26.6 0.47 0.06 0.08 0.07 

一』ア ド レ ナ リ ン t 注射時 32.8 1.03 0.03 0.0!) 0.05 

Lイ ;/ ア Lノ 一
;/ I 注 射時 2!J.6 0.61 0.05 0.07 0.06 

Lアドレナリン 1, ＇インテレ＝ン寸交互注射時 33.!J 0.64 0.05 0.05 0.05 

移 植 時 25.!) 0.54 0.06 0.11 O.Oi 

印チ創面全閉＝到yレ迄ノ日童文印チ T1+T2 及ピ K~ ノイi~V、明カ＝しアドレナリン1 注射時及

ピLアドレナリン1しインテレι ン寸交互注射時ニ於テハ創傷治癒ノ遅延ヲ示、シ， Lインテレ品

ン1注射時及ピ移植時ハ針照ト殆ンド大差ナキヲ経過全般ヨリ示セルモノニシテ，是ハ本編＝

於ケル創傷治癒成績ト一致スJレモノナレド，しアドレナリン寸軍捕注射時ト Lアドレナリン1

Lインテレニン寸交E注射時トヲ比較スルニ治癒日；敢ハ少シク後者ニ増加セルヲ認メ得ルナリ。

本編ノ成績ニ準ズレパしインテレ＝ン寸ノ桔抗作用ニヨリ，交互注射時＝ハ軍調注射時ニ比シテ

治癒日敢ハ反ツテ減少スベキナリ。是－＞－＜＠Pチ3週間以後ノ感染ニ影響サル、モノナルベク，更

＝無菌的＝経過セyレ創傷ノ治癒!U~態ヲ見ル.＝.， 3週間後＝於ケJレ創厨ノ大サ及ピ無菌的＝経過

セル期間中ノ治癒率，自Pチ K1 .：.ヨツテ明カ.＝.Lアドレナリン1注射時二創傷治癒ハ遅延シ，

Lインテレニン寸ト交互注射セシ時＝ハ多少ノ遅延ハ軽減サル、事ヲ認メ得ルナリ。

更ニ Kzニヨリテ感染創傷ノ治癒ii/¥態ヲ見ル.＝.， Lアドレナリン寸注射時ハ反ツテ針imニ比シ
テソノ治癒率ヲ増進スル結果トナリ。叉Lアドレナリン＇， ＇－インテレニン寸交互注射時エハ甚シ

クソノ治癒＇｛·~ヲ低下シ，命ホLインテレニン「注射時及ビ移植時ヲ参酌シテ感染創傷ノ治癒ハ一

律＝経過セザル事ヲ明カニ認、メ得ルナリ。

摘 要

家兎背部皮膚焼灼創＝ヨツテ貰験セルニ副腎機能昂進時＝於テ，

1) しアドレナリン「連韻注射ニヨルトキハ創傷治癒ノ遅延ヲ来ス。

2) Lインテレユン1連続注射ニヨルトキハ創傷治癒ii/¥態＝鑓化ヲ来サズ。

3) Lアドレナリン＇， Lインテレエン1 交E注射ニヨルトキハ創傷治癒ノ遅延ヲ来スモ，」ア

ドレナリン寸軍調注射＝比シテ遅延ハ少シク軽減ス。

4) 副腎移植＝ヨルトキハ創傷治癒欣態＝盤化ヲ来サズ。

5) 感染創傷ニテハソノ治癒経過ヲ一律＝観察シ得ズ。

第3章機能減退時z於ケ，.，賓験

第 1 項片側副腎~J出＝ヨ，...賓験

（本編ノ刻出1'1'.験＝準ジテ左側高lj腎ヲ後復股外＝刻問セルモノナ 9)
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11!11チ A1=1.75,T1=21 l 
トヨリ KuK., K~ ヲオミムルニ，

Aョ＝0.24,T1+T2=22.3 J . .. 

1.51 
K1= =0.07, 
21 
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第2項片側副腎刷出後しアドレナリシ寸ヲ注射セJj,賓里会
(Lアドレナリン，.＝.ヨリテ髄質機能ヲ補償シ皮質機能草狐ノi減退時ヲ来サYト圃リシモノナリ）

家兎番銃 j116 I 111 I ns I 122 i 123 I凶 I12s I 129 I mo I平均

;;  T~ I ~ I j''.; I司~ :f~ l~ffo;i~o~ 
前掲ノ方法ニヨリ K11K2, K~ ヲ求ムレパ

K1=0.07, K2=0.05, Ka=0.06 

第3項片側副腎剥出後 L.fシテレ＝シ寸ヲ注射セJj,費験

(Lインテレ.＝.；.；，品ヨリテ皮質機能ヲ補償シ鎚質機能草溺／減退時ヲ来サ y ト園リシモ／ナリ）

家兎番銃 l119 I 120 I 121 I 1s1 i 132 I 133 I 134 ｜平 均

T~T, I ,: l~I 1~ I ~01i28 ~~！－－－：－ 
前掲ノ方法＝ヨリ K11K2, K，ヲ求ムレパ

K1=0.08, K2=0.08, K3=0.08 

第4項綜括考按並ピ＝摘要

以上ノ貰験成績ヲ表示スルェ，

T1+T空 A2 Eι1 K。 K3 

封 照 26.6 0.47 0.06 0.08 0,07 

;;・ flt~ 高lj 腎 易。 問 時 22.3 0.24 0.07 0.18 0.08 

片側剰腎別出後Lアドレナリ；.；，注身Jセルモ／ I 27.li 0.3 0.07 0.05 0.06 

月側副腎刻出後Lインテレ＝ン寸注射セルモノ 22.0 0.08 0.08 0.08 0.08 

卸チ片側副腎別出時＝ハ創傷治癒経過ハi圭自立ヨリ見テ創面全閉＝到yレ日；敢 T1+T2及ピソノ

治癒率タii-K3ノ値ヨリシテ治癒ハ封！奴エ比シテ促進セyレ事ガ明カニ認メラレ，向ホ無菌的＝

経過セル期間ノ治癒欣態モ3週間後三於ケJレ創面ノ大サん及ピソノ治癒率タル Kz／値

ヨHシテ撃す照ヨリモ経過ハ促進的ナル事ヲ認メ得Yレナリ。然yレエ片側副腎刻出後」アドレナリ

ン寸ヲ連績注射シテ髄質機能ヲ補償スル時ニハ治癒日数ハ封J！夜ト殆ンド大差ナク，文無菌的経

過中ノ治癒率ハ針J！包ヨリモ少シク増進スルモ，全般的ノ治癒率ハ殆ンド封）ff¥ト差違ナキ結果ヲ

見タ九射出後Lインテレ＝ン1ヲ連績注射シテ皮質機能ヲ補償スル時へ創傷治癒ハ一般＝促

i進歩レ，然モ剃出ノミニヨレル成績ヨリモ向少シク経過ノ促進ヲ認メ得タリ。
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是等ノ結果ハ本編ニ於ケル創傷治癒ト副腎機能トノ開係ニ札テ貨店殺サレタル結県ト全ク一致

セルモノエシテ，易lj出時＝認メ得Fレ創傷治癒ノ促進ハ要スルニ髄質機能ノ減退ニヨリテ惹起サ

ル、モノニ外ナラザルナリ。而シテ刷腎機能ノ昂進時並ビニ減退時ヲ辿ジテ創傷治癒ノ遅蓮＝

影響スyレハ卸チ髄質機能ノi向上三エシテ，皮質機能ハHiカニ髄1＇［機能＝－Nシ日；＋td主ヲ示セル＝過

ギズ。

感染創i話ノ治癒状態ニ就テハ既＝考察ノ要ヲ認、メ得ザルナリ。

摘 要

貫験的ニー悲起サレタル副腎機能ノ減退時＝於テ，

1) 片側副腎刻出＝ヨル時ハ創傷iflWノ促進ヲ来ス。

2) 片側副腎易1］出後Lアドレナリン寸ヲ市rll給シテ皮質機能ヲ車問＝減退セシムJI-時ニハ創傷ノ

治癒i!I；態ニ盤化ヲ来サズ。

3) 片側副腎射出後Lインテレニン寸ヲtill給シテ髄質機能ヲ軍調ニ減退セシムル時ニハill］傷治

癒ノ促進ヲ来的是ヲ片側別出ノミニヨル成績ト比較スル時ニハ治癒率F少シク榊土佐セルヲ認

ム。

結 論

家兎背側部j之府ニ偽俄ニヨル焼灼創ヲ加へ， /Ji］腎機能ノil町長トソノi的邸主温トノ闘係ヲ観察

セシニ，

1) 髄質機能昂進時ニアリテハ創傷治癒ノ遅延ヲ来ス。

2) 皮質機能昂進時ニアリテハ創傷治癒ノ費化ヲ来サス‘。

3) 髄質，皮質闘機能同時ニ昂進スルトキニハ創傷治癒ノ遜延ヲうkシ，髄質，機能有ii~局昂進

時＝比シテ遅延ハ少シク樫減セラル。

4) 高lj腎1針i立時ハ創傷治癒＝秘｛ヒヲ来サズ。

5) 髄質機能ノ減退時ニアリテハ命I］傷治癒ノ促進ヲ来ス。

6) ！主1'it幾能ノ減退時ニアリテハ創傷治癒＝費化ヲ来サズ。

7) 髄質，皮質雨機能同時ニ減退スルトキハ創傷ifi癒ノ促進ヲ来スモ，髄質機能軍獅減退時

＝比較シテ促進ハ少シク軒減ス。

8) 創傷治癒＝及ボス髄質機能ニ針シ皮質機能ハ僅カニ拍抗的作JJJ・1イlスルノミ。

文献ノ、本編第；l1お＝掲載セリ。

附園説明

附岡1,2ノ、劉庇｛＝於ケル3辿！日］後股務煽皮下／皮膚焼灼創ニシテ，附｜副3ヨリ8...－デハLアドレナ 9y1注射

時／ f1日1J；隊ノ：民ダ~fjlj ナリ。
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